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令 和 ５５ 年 度

那 珂市施政方針

　

市
で
は
、
平
成
30
年
3
月
に
市
の
将
来

を
見
据
え
た
施
策
の
方
向
性
を
示
す
第
2

次
那
珂
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
将
来
像

で
あ
る
「
人
と
地
域
が
輝
く　

安
心
・
安

全
な
住
み
よ
い
ま
ち　

那
珂
」
の
実
現
に

向
け
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　

昨
今
、
社
会
経
済
情
勢
や
人
口
構
造
の

変
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
技

術
革
新
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
る
人
々
の
意
識
と
日
常

生
活
の
変
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
対
応
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
感
じ
て

未
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
ま
ち
と
し
て
発

展
を
続
け
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
５

年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
第
２
次
那
珂
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
で
は
、

第
２
次
那
珂
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
の

理
念
や
、
前
期
基
本
計
画
に
お
け
る
取
り

組
み
の
成
果
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
視

点
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、「
那
珂
ビ
ジ
ョ

ン
の
後
期
基
本
計
画
へ
の
一
体
化
」「
総

合
戦
略
な
ど
各
種
個
別
計
画
と
の
調
和
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
」「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」
お

よ
び「
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
土
地
利

用
」
の
考
え
方
を
取
り
込
み
、
こ
れ
ま
で

の
本
市
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
時

代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
計
画
で
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
「
住
み
よ
さ
プ

ラ
ス
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
市
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

施
政
方
針
は
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に

向
け
た
市
長
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な

施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

　

令
和
5
年
第
１
回
那
珂
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
令
和
5
年
度
施
政
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

主
要
施
策（
概
要
）

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

第２章
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基

づ
き
、
食
糧
や
飲
料
水
な
ど
の
非
常
用
食

糧
の
備
蓄
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
行

政
無
線
や
防
災
ア
プ
リ
に
よ
り
的
確
な
情

報
を
確
実
に
伝
達
し
、
災
害
時
に
お
け
る

市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

「
那
珂
市
国
土
強き
ょ
う
じ
ん
か

靭
化
地
域
計
画
」
に
よ

り
、
防
災
・
減
災
お
よ
び
迅
速
な
復
旧
復

興
に
資
す
る
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、「
那

珂
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策

編
）」
に
基
づ
き
、
防
災
体
制
の
整
備
と

充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
広
域
避
難
計

画
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
避
難
訓
練
の

実
施
に
よ
り
計
画
の
検
証
と
実
効
性
の
向

上
を
図
り
、
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
進
め
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

第１章
　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
お
よ
び
市
民
活
動
団
体
が
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と

も
に
、「
協
ま
ち
・
カ
フ
ェ
」
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
し
た
「
市
民
自
治
組
織

情
報
掲
示
板
」
に
よ
り
、
市
民
自
治
組
織

や
市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容
を
広
く
市

民
に
紹
介
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
な

る
「（
仮
称
）
四
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

（仮称）
四中学区コミュニティセンターイメージ図

人と地域が輝く
安心・安全な住みよいまち　那珂

―  Naka city  ―
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や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ

生
き
が
い
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り

未
来
を
担
う

人
と
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
ふ
れ
る

交
流
と
賑
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り

第３章

第４章

第５章

第６章

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
乳
児
家
庭
全

戸
訪
問
や
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
相

談
・
健
康
診
査
に
よ
り
、
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
支
援
や
育
児
不
安
の
解
消
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
妊
娠
中
か
ら
切
れ

目
の
な
い
伴
走
型
相
談
支
援
体
制
を
整
備

し
、
必
要
な
支
援
が
確
実
に
妊
婦
・
子
育

て
家
庭
に
届
く
よ
う
に
、安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
那
珂
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
介

護
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
介
護
予
防
、
住

ま
い
お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援

が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な
心
を

育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
目
標
に
、「
確

か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」

「
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
自
立
」
の
育
成

を
図
り
ま
す
。
確
か
な
学
力
を
培
う
た

め
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の
段
階
や
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
、
小
中

一
貫
教
育
講
師
に
よ
る
小
学
校
に
お
け
る

教
科
担
任
制
の
ほ
か
、
学
習
指
導
員
・
生

活
指
導
員
の
配
置
に
よ
り
児
童
生
徒
の
能

力
・
適
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

一
人
１
台
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
を
図
る
た
め
、
情
報
を

正
し
く
効
果
的
に
活
用
し
、
自
分
の
考
え

を
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
質
・
能
力

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
の

在
り
方
や
民
間
活
力
な
ど
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢
に
よ
る
需
要
の

把
握
や
周
辺
地
域
の
調
査
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
拠
点
と
な
る
複
合
型

交
流
拠
点
施
設
「
道
の
駅
」
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
域
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」
に
基

づ
き
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
て
い
る
検

討
調
査
業
務
に
お
い
て
、
道
の
駅
整
備
に

向
け
た
基
本
構
想
を
令
和
４
年
10
月
に
策

定
し
、
３
月
に
は
基
本
計
画
の
策
定
を
完

了
し
ま
す
。

　

那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
立
地

性
を
い
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
拠
点
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
県
央
地
域
９

市
町
村
間
で
連
携
し
な
が
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
地
域
経
済
の
活
性
化
や
都
市
機

能
の
向
上
な
ど
各
政
策
分
野
に
お
い
て
施

策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
は
、
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
お

い
て
重
点
取
り
組
み
事
項
に
な
っ
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
や
市
役
所
窓
口
で
の
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

や
行
政
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
外
部
人

材
を
情
報
化
統
括
責
任
者
補
佐
官
（
Ｃ
Ｉ

Ｏ
補
佐
官
）と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

市ホームページで
施政方針の全文を
公開中

▲市ＨＰ

４月 11 日号3



　　

　令和５年度の那珂市予算は、歳入では根幹である市
税について、家屋の新築による固定資産税の増などに
より増収を見込んでいます。歳出では「住みよさプラ
ス活力あふれるまち」※の実現に向け、ＤＸの推進や市
民活動の拠点となる（仮称）四中学区コミュニティセ
ンターの整備、なか LuckyFM公園などの公共施設の
長寿命化に加え、都市計画道路や市道の整備など、扶
助費等の義務的経費が増加する中、財源の効率的な配
分に努めました。

※�令和５年３月策定の「第２次那珂市総合計画後期基本計
画」における「まちづくりの目標」

▪令和５年度会計別予算額 （単位：千円）

会計名 令和５年度 令和４年度 増減率

一般会計 22,620,000 21,850,000 3.5%

特別会計 11,013,700 10,893,700 1.1%

国民健康保険
（事業勘定） 5,400,000 5,350,000 0.9%

公園墓地事業 13,000 13,000 0.0%
介護保険

（保険事業勘定） 4,750,000 4,710,000 0.8%

後期高齢者医療 850,000 820,000 3.7%

那珂地方公平委員会 700 700 0.0%

合計 33,633,700 32,743,700 2.7%

一般会計　歳入

（単位：千円）

区分 令和５年度 令和４年度 増減率
自主財源 9,805,987 9,459,413 3.7%

市税 7,324,613 7,280,821 0.6%
繰入金 1,343,115 1,055,802 27.2%
諸収入 423,049 426,049 △ 0.7%
分担金および負担金 179,687 186,572 △ 3.7%
繰越金 250,000 250,000 0.0%
使用料および手数料 150,189 152,413 △ 1.5%
寄付金 126,002 100,003 26.0%
財産収入 9,332 7,753 20.4%
依存財源 12,814,013 12,390,587 3.4%

地方交付税 3,900,200 3,500,200 11.4%
国庫支出金 3,561,657 3,798,328 △ 6.2%
市債 1,743,200 1,614,129 8.0%
県支出金 1,765,511 1,769,460 △ 0.2%
地方消費税交付金 1,278,584 1,162,796 10.0%
地方譲与税 276,801 294,277 △ 5.9%
地方特例交付金 68,024 56,522 20.3%
法人事業税交付金 121,454 85,257 42.5%
環境性能割交付金 17,924 33,710 △ 46.8%
その他※ 80,658 75,908 6.3%

▪令和５年度一般会計歳入予算

※�配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金、ゴルフ場利用税交付金

その他その他

繰入金繰入金

その他その他

32.432.4

5.95.9
5.15.1

％％

市税市税

国庫支出金国庫支出金

15.715.7％％

地方交付税地方交付税

17.317.3％％

市債市債
7.77.7％％

県支出金県支出金
7.87.8％％

8.18.1％％

％％

％％

自主財源自主財源依存財源依存財源

56.656.6 ％％ 43.443.4 ％％

那珂市予算
令和５年度

問財政課財政Ｇ　☎ 029‐298‐1111

▪自主財源………�市民税や固定資産税など、市が自ら確保した財源
▪依存財源………国や県から交付されたり割り当てられる財源
▪義務的経費……職員の給与や社会保障費など、支出が義務付けられている経費
▪投資的経費……道路や公共施設などの建設や用地購入などにかかる経費
▪その他の経費…上記以外にかかる経費

歳入予算

諸収入、
繰越金、
分担金および負担金、
使用料および手数料、
寄付金、
財産収入

地方消費税交付金、
地方譲与税、
法人事業税交付金、
地方特例交付金、
環境性能割交付金
ほか

依存財源　その他の内訳 自主財源　その他の内訳

歳
入

歳
出

4



　　

水道事業

　今年度の主な事業として、額田東郷・後台・戸地区
において、公共下水道の管路布設工事などを行う予定
であり、合併処理浄化槽の推進と併せて、河川・水路
などの水質改善と生活環境の向上に努めます。また、
公共下水道の現在整備地区が今後概成していくことか
ら、新たな整備地区の検討を進めていきます。

企業会計を導入し、独立採算で運営下水道事業

一般会計　歳出

（単位：千円）

　今年度の主な事業として、木崎浄水場の第Ⅱ期更新
工事、新設配水管布設工事、老朽管更新工事、消火栓
更新工事などを行う予定であり、さらなる施設の維持
管理の強化を図り、水道水の安定供給に努めます。

企業会計を導入し、独立採算で運営

▪令和５年度水道事業会計予算額 （単位：千円）

区分 令和５年度 令和４年度 増減率

収益的
収支

収入 1,242,743 1,207,027 3.0%
支出 1,192,771 1,150,262 3.7%

資本的
収支

収入 604,413 1,295,732 △ 53.4%
支出 944,573 1,946,960 △ 51.5%

▪令和５年度下水道事業会計予算額

区分 令和５年度 令和４年度 増減率

収益的
収支

収入 1,725,370 1,728,275 △ 0.2%
支出 1,686,597 1,703,503 △ 1.0%

資本的
収支

収入 1,117,912 1,177,393 △ 5.1%
支出 1,768,319 1,832,921 △ 3.5%

※維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、予備費

（単位：千円）▪令和５年度一般会計歳出予算（性質別）

（単位：千円）▪令和５年度一般会計歳出予算（目的別）

※議会費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

区分 令和５年度 令和４年度 増減率
民生費 8,194,415 8,067,425 1.6%
総務費 3,269,861 3,009,746 8.6%
土木費 2,868,496 2,488,691 15.3%
教育費 2,284,717 1,989,242 14.9%
公債費 2,079,151 2,101,220 △ 1.1%
衛生費 1,466,909 1,733,521 △ 15.4%
消防費 1,109,985 1,106,942 0.3%
農林水産業費 822,320 788,677 4.3%
その他※ 524,146 564,536 △ 7.2%

その他 2.3農林水産業費 3.6％ ％

総務費総務費土木費土木費

教育費教育費

公債費公債費

衛生費衛生費

消防費消防費

14.5 14.5 12.7 12.7 

10.110.1

9.29.2

6.56.5
4.94.9

％％％％

％％

％％

％％

％％

民生費民生費

36.2 36.2 ％％

普通建設普通建設
事業費事業費

物件費物件費

補助費等補助費等

繰出金繰出金

11.5 11.5 

11.5 11.5 
14.5 14.5 

11.011.0

8.38.3

％％

％％

％％

％％

％％

その他

2.5％

52.252.2
36.336.3

％％

％％ 義務的義務的
経費経費

投資的投資的
経費経費

その他のその他の
経費経費

扶助費扶助費

人件費人件費

公債費公債費

21.7 21.7 

21.3 21.3 

9.29.2

％％

％％

％％

歳出予算
（性質別）

歳出予算
（目的別）

区分 令和５年度 令和４年度 増減率
義務的経費 11,797,060 11,676,264 1.0%

扶助費 4,906,918 4,839,175 1.4%
人件費 4,810,992 4,735,870 1.6%
公債費 2,079,150 2,101,219 △ 1.1%

投資的経費 2,598,357 2,116,219 22.8%
普通建設事業費 2,598,353 2,116,215 22.8%

補助事業費 1,489,300 1,420,937 4.8%
単独事業費 1,109,053 695,278 59.5%

災害復旧事業費 4 4 0.0%
その他の経費 8,224,583 8,057,517 2.1%

物件費 3,284,045 3,367,688 △ 2.5%
補助費等 2,487,689 2,445,911 1.7%
繰出金 1,872,559 1,852,375 1.1%
その他※ 580,290 391,543 48.2%
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を利用して市税が納付
できるようになりました

　令和 5年 4月から eL‐QRを活用した納税が始まります。eL‐QRが付いた納付書では、「地方税お支
払サイト」やスマートフォンアプリを利用して納付ができるようになります。また、現金で納付する場
合は全国の eL‐QR対応金融機関で納付することが可能です。
※「QRコード」は㈱デンソーウェーブの登録商標です。

口座振替取扱金融機関

▪便利で確実な口座振替をご利用ください

◦筑波銀行
◦常陽銀行
◦水戸信用金庫
◦茨城県信用組合
◦常陸農業協同組合
◦中央労働金庫
◦ゆうちょ銀行（郵便局）

※常陸農業協同組合は７月から申込み可能です。
※中央労働金庫は取り扱いできません。

地方税統一QRコード
（ｅＬ‐ＱＲ）

問収納課収納G　☎ 029‐298‐1111

※�納付書はイメージです。

6

手続方法

◦�金融機関で手続きをする場合
　�預貯金通帳・届出印を持参のうえ、窓口に「口座振替依頼書」（ゆうちょ
銀行は「郵便貯金自動払込申込書」）を提出してください。
◦�市役所（本庁）収納課で手続きをする場合
　暗証番号の分かるキャッシュカードを持参のうえ、お越しください。



◦�ｅＬ‐ＱＲが付いていない納付書は、納付書裏面に記載した金融機関以外で納
付すると、手数料を請求される場合があります。
◦��スマートフォンなどを使って納付した場合、領収証書が発行されません。必
要なかたは金融機関などで納付してください。
◦�納税証明書の発行は、市役所（本庁）税務課または瓜連支所で申請してくださ
い。ただし、納税証明書の発行は、市で納付確認ができてからとなります。

　※スマートフォンなどの支払履歴画面などでは、納税証明書の発行はできません。

◦��軽自動車税の継続検査（車検）用納税証明書は送付されません。必要な場合は、
市役所（本庁）税務課または瓜連支所で申請してください。（無料）

◦市県民税　 ◦固定資産税・都市計画税　 ◦軽自動車税（種別割）　 ◦国民健康保険税
※年金や給与からの特別徴収は対象外となります。

対象科目

ｅＬ‐ＱＲが付いている納付書の納付方法

スマートフォンアプリで納付

ｅＬ‐ＱＲを読み取って納付することができます。対応のアプ
リについては「地方税お支払サイト」をご確認ください。

※�操作方法は各アプリの利用方法をご確認ください。
※�スマートフォンアプリでは「まとめ納付」ができません。

地方税共同機構が開設した「地方税
お支払サイト」では、インターネッ
トバンキングやクレジットカード
（別途手数料がかかります）で納付
することができます。複数税目を複
数の地方団体へ一括納付できる「ま
とめ納付」が可能です。

「地方税お支払サイト」で納付

https://www.payment.eltax.lta.go.jp/
地方税お支払サイト

納期限 5/1 5/31 6/30 7/31 8/31 10/2 10/31 11/30 12/25 1/31 2/29

市県民税（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

固定資産税・都市計画税 １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税（種別割） 1期

国民健康保険税（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者医療保険料（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

介護保険料（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

R6R5

令和５年度納付カレンダー

全国の金融機関やゆうちょ銀行（郵便局）で納付

ｅＬ‐ＱＲ対応の金融機関であれば、全国どの金融機関でも納
付することができます。対応の金融機関については eLTAX
ホームページ「共通納税対応金融機関」をご確認ください。

※�ゆうちょ銀行（郵便局）がｅＬ‐ＱＲに対応するのは５月からです。

注意事項

４月 11 日号7



問市消防本部予防課　☎ 029‐295‐2111

ご注意ください

　消防署や市役所の職員など
が住宅を訪問し、消火器や住
宅用火災警報器などを販売す
ることは絶対にありません。
職員をかたった悪質な訪問販
売などにはご注意ください。
　「住宅用火災警報器設置済
シール」を玄関やポストなど
に貼っていただくことで、悪
質な住宅用火災警報器の訪問
販売を防ぐ効果が期待できま
すので、ぜひ活用ください。

※�シールを希望されるかたやお
問い合わせは市消防本部予防
課にご連絡ください。

8

火災予防優良事業所を表彰

どこに取り付ければいいの？

　各寝室には煙式感知器の設置が義務付けられています。また、２階に寝
室がある場合は階段上部にも煙式感知器の設置義務があります。
　そのほか、台所や居室に設置することもおすすめです。

�…�設置義務のある場所 …�設置をおすすめする場所

　消防用設備などの維持管理や防火管理を積極的に推進し、火災予防への取
り組みが模範的である事業所に対して、優良事業所表彰を行いました。
　火災予防の取り組みが、今後さらに市内へ広がることが期待されます。

優良事業所

◦あいざわ循環器内科クリニック（竹ノ内）

◦�ケーズデンキ那珂店（菅谷） ▲あいざわ循環器内科クリニック

ご自宅に住宅用火災警報器
は付いていますか？

　市消防本部では、住宅用火災警報器設置状況確認のため、戸別訪問を年
間を通して実施しています。
　戸別訪問は、警報器の設置状況の調査を玄関先で行い、条例に適合した
箇所に設置されている家庭には「住宅用火災警報器設置済シール」を配布
します。
　万が一の火災発生時に逃げ遅れによる被害が発生
しないよう、ご自身や大切な家族を守るために住宅
用火災警報器を設置しましょう。
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法
律
相
談

日
時
▼
５
月�

９
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　

５
月�

23
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た　

相
談
員
▼
弁
護
士　

費
用
▼
無
料（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話

※
電
話
に
よ
る
相
談
と
な
り
ま
す
。
予
約

の
時
間
に
弁
護
士
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

相
談

く
ら
し

【
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

こ
こ
ろ
の
相
談

日
時
▼
５
月
11
日
㈭
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
心
配
や
悩
み
ご

と
を
抱
え
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族

相
談
員
▼
精
神
科
医
師
、
市
精
神
保
健
福

祉
士
　

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
窓
口
受
付

�申
問
健
康
推
進
課
健
康
増
進
Ｇ

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

行
政
相
談

日
時
▼
５
月
12
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
（
先
着
順
）　

場
所
▼
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
ロ
ビ
ー　

相
談
内
容
▼
国
な
ど
の
行
政
機
関
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、

要
望

相
談
員
▼
行
政
相
談
委
員　

費
用
▼
無
料

�

問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

認
知
症
の
ケ
ア
相
談
会

日
時
▼
５
月
27
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
▼
あ
ん
ず
薬
局
那
珂
店

　
　
　
（
竹
ノ
内
３
‐
２
‐
１
）　

相
談
内
容
▼
認
知
症
の
か
た
へ
の
介
護
や

服
薬
に
つ
い
て　

定
員
▼
５
人
（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話　

申
込
期
限
▼
５
月
26
日
㈮
正
午

�申
問
あ
ん
ず
薬
局
那
珂
店

☎
０
２
９
‐
３
５
３
‐
２
０
６
６

防
犯
は
鍵
か
け
声
か
け
心
が
け

　

県
内
で
は
、
住
宅
侵
入
窃
盗
や
自
動
車

盗
難
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
を
未
然
に

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
１
１
０
番

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
犯
対
策

◦
わ
ず
か
な
間
の
外
出
で
も
、
し
っ
か
り

鍵
を
か
け
る

◦
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
サ
ッ
シ

に
補
助
錠
を
つ
け
る

◦
家
の
周
囲
に
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
取
り

付
け
る

◦
自
動
車
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
固
定
装
置
な

ど
の
盗
難
防
止
装
置
を
複
数
活
用
す
る

◦
駐
車
す
る
と
き
は
、
警
備
や
照
明
設
備

の
行
き
届
い
た
駐
車
場
を
利
用
す
る

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

井
戸
水
を
飲
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　

井
戸
水
や
湧
き
水
は
、
有
害
物
質
の
地

下
浸
透
や
井
戸
な
ど
の
不
十
分
な
管
理
に

よ
り
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

飲
用
井
戸
の
衛
生
確
保
は
、
設
置
者
自

ら
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
井
戸
や
そ
の
周
辺
は
、
み
だ
り
に
人
や

動
物
が
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、
清
潔
保

持
に
努
め
ま
し
ょ
う

◦
普
段
か
ら
水
の
色
、
濁
り
や
味
、
に
お

い
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◦
定
期
的（
年
１
回
以
上
）に
水
質
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

水
質
検
査
に
つ
い
て
▼
水
質
検
査
は
、
市

環
境
課
で
預
か
り
、
検
査
機
関
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。
検
査
の
日
程
や
内
容
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
茨
城
県
知
事
の
登

録
を
受
け
た
検
査
機
関
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
い
ず
れ
も
有
料
）

問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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催
し

◦
個
人
情
報
を
載
せ
な
い

　

�

住
所
や
名
前
な
ど
の
個
人
情
報
か
ら
身

元
が
特
定
さ
れ
、
誘
拐
な
ど
の
犯
罪
被

害
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
拡
散
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

◦
自
分
や
友
達
の
写
真
を
送
ら
な
い

　

�

裸
や
下
着
姿
な
ど
、
他
人
に
見
ら
れ
て

恥
ず
か
し
い
写
真
は
撮
ら
な
い
、
送
ら

な
い
、
要
求
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
那
珂
警
察
署

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
０
１
１
０

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
目

指
す
か
た
の
た
め
の
就
職
応

援
セ
ミ
ナ
ー（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

日
時
▼
６
月
８
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容
▼「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」を
使
用
し
た
、
就
職

活
動
を
始
め
る
準
備
や
活
動
の
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
を
行
う
か
た
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対
象
者
▼
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
※
を
所
有

し
、市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
で
、

そ
の
除
却
を
行
う
か
た

※
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
と
は
、
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
り
、
倒
壊
に
よ
っ
て
避
難

路
等
を
通
行
す
る
者
に
危
険
を
及
ぼ
す

恐
れ
の
あ
る
組
積
造
ま
た
は
補
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
い
い
ま
す
。

※
ほ
か
に
国
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
交
付
件
数
▼
８
件
（
先
着
順
）

補
助
額
▼
次
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
低
い
額

×
３
分
の
２
（
限
度
額
10
万
円
）

①�

除
却
す
る
対
象
の
延
長（
ｍ
）×

　

１
万
４
千
円

②
対
象
の
除
却
に
か
か
る
費
用

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
請
書
は
、都
市
計
画
課
開
発
指
導
室
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼
５
月
15
日
㈪
～
10
月
31
日
㈫

�申
問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
行
う
か
た
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

対
象
住
宅
▼
市
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

対
象
者
▼
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
市
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
で
、
次
の
い
ず

れ
か
を
行
う
か
た

耐
震
診
断

耐
震
診
断
士
な
ど
が
建
築
物

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
す
る
も
の

耐
震
改
修
総
合
事
業

耐
震
改
修
計
画
策

定
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
も
の

※
ほ
か
に
国
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
に
伴
う
補

修
工
事
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

補
助
交
付
戸
数
・
補
助
限
度
額
▼

耐
震
診
断

◦
補
助
交
付
戸
数　

２
戸（
先
着
順
）

◦
補
助
限
度
額　

４
万
円

耐
震
改
修
総
合
事
業

◦
補
助
交
付
戸
数　

２
戸（
先
着
順
）

◦
補
助
限
度
額　

１
０
０
万
円

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
請
書
は
都
市
計
画
課
開
発
指
導
室
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
▼
５
月
15
日
㈪
～
９
月
29
日
㈮

�申
問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
か
た
を

対
象
に
、
会
員
登
録
制
に
よ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
登
録
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
者
▼
対
象
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
に
入

会
登
録
を
す
る
女
性
の
か
た

対
象
期
限
▼
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

Ｓ
Ｎ
Ｓ
被
害
か
ら

自
分
を
守
る
た
め
に

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
連
す
る
犯
罪
被
害
が
増
え

て
い
ま
す
。被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◦�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
と
会
わ
な
い

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
出
会
っ
た
人
と

直
接
会
う
こ
と
で
、
誘
拐
や
わ
い
せ
つ

被
害
な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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茨
城
県
救
急
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム

す
ぐ
に
受
診
可
能
な

医
療
機
関
の
情
報
を

検
索
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
▼
電
話
、
窓
口
受
付

申
込
期
間
▼
４
月
11
日
㈫
～
５
月
26
日
㈮

�申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

水
戸
市
水
府
町
１
５
７
３
‐
１

問
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
者

講
習
会

　

一
定
規
模
以
上
の
事
業
所
で
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
防
火
管
理
者
に
な
る

た
め
の
講
習
会
で
す
。

期
日
▼
６
月
28
日
㈬
、
29
日
㈭�（
全
２
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

定
員
▼
35
人
（
先
着
順
）

費
用
▼
４
５
０
０
円

　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
・
初
日
支
払
い
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
込
書
は
、
市
消
防
本
部
、
東
消
防
署
、

西
消
防
署
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
▼
５
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮

※
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

�申
問
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
１
１
４

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
課
程

期
日
▼�

６
月
22
日
～
12
月
14
日
の
木
曜
日

（
全
19
回
）

時
間
▼
午
後
７
時
～
９
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
か
た
（
高
等
学
校
在
学
者

は
除
く
）

内
容
▼
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
日
常
生
活
に
必
要
な
手
話
語
彙
お

よ
び
手
話
表
現
技
術
の
習
得

※
入
門
課
程
修
了
者
を
対
象
に
、次
年
度
、

基
礎
課
程
を
実
施
し
ま
す
。

定
員
▼
15
人
（
最
低
開
講
人
数
４
人
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

費
用
▼
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
開

講
決
定
後
に
徴
収
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
電
話
、
郵
送

※
申
込
書
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
▼�
４
月
17
日
㈪
～
５
月
19
日
㈮

（
必
着
）

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
瓜
連
支
所
分
庁
舎
）

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
０
３
０
９

〒
３
１
９
‐
２
１
０
２　

瓜
連
３
２
１

第
41
回
市
民
卓
球
大
会

日
時
▼
５
月
14
日
㈰
午
前
９
時

場
所
▼
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園　

　
　
　

ア
リ
ー
ナ　

資
格
▼
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た
、

連
盟
に
所
属
し
て
い
る
か
た

種
目
▼
男
子
お
よ
び
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

◦
Ａ
ク
ラ
ス　

経
験
年
数
が
お
お
む
ね
３

年
以
上
の
か
た
と
本
大
会
で
優
勝
経
験
の

あ
る
か
た

◦
Ｂ
ク
ラ
ス　

経
験
年
数
が
お
お
む
ね
３

年
未
満
の
か
た

※
参
加
人
数
に
よ
り
種
目
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
▼
１
人
５
０
０
円（
当
日
支
払
い
）

申
込
方
法
▼
電
話　

申
込
期
限
▼
５
月
５
日
㈮

�申
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　
（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

問
卓
球
連
盟
事
務
局　

寺
山

☎
０
９
０
‐
２
７
５
３
‐
７
１
２
６

Ｇ…グループ�　問…問い合わせ　�申…申込・申請・応募・届出　 …メール
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【講師紹介】

いぃ那珂宣伝部員２期生募集
いぃ那珂暮らし応援団

茨城出身の女性を応援す
るフリーマガジン「茨女」
元編集長。現在は、デザ
イン制作会社㈱MIITO�
CREATIVE で活躍。

◦◦編集者	 川井　真裕美氏

那珂市出身（第四中学校卒
業）の写真家。2022年に東
京銀座蔦屋書店で個展開催
など実績多数。現在は、自
分の本当の“ 好き”を発信す
る「Travel�Force」で活動。

◦◦写真家	 オガワユウキ氏

◆◆対象　��市内に居住または通勤・通学している18～ 49歳の
かた（高校生を除く、その他要件あり）

◆◆内容　�いぃ那珂暮らし応援団の公式SNS（Facebook・
Instagram）で日常で感じる那珂市の魅力発信

※ポスター作成やラジオ出演なども予定しています。

◆◆定員　10人程度（応募者多数の場合は選考または抽選）
◆◆参加費　無料
◆◆申込方法　申込みフォーム
◆◆申込期間　４月 17日㈪～５月 14日㈰
※活動に対する謝礼や保険はありません。
※対象要件など詳しくは、市ホームページをご確認ください。
事前講座　
◆◆内容　写真撮影、SNS 文章作成など（全４回）
◆◆活動場所　那珂市内（詳しくは参加者にお知らせします）
※託児はありませんが、お子さんと一緒に参加できます。

�申問シティプロモーション推進室
☎０２９‐２９８‐１１１１

Instagram▶▶

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

介
護
職
員
初
任
者
研
修

期
日
▼
６
月
25
日
、
７
月
２
日
・
９
日
・

23
日
・
30
日
、
８
月
６
日
・
20
日
・
27
日
、

９
月
３
日
・
10
日
・
24
日
、
10
月
１
日
・

15
日
・
22
日
（
す
べ
て
日
曜
日
・
全
14
回
）

※
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
４
回
あ
り
ま
す
。

時
間
▼�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
当
連
合
会
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）

対
象
者
▼
今
後
就
労
を
希
望
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦
で
、
全
日
程
出

席
で
き
る
か
た

定
員
▼
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
▼
無
料
（
別
途
資
料
代
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
料
あ
り
）

※
条
件
を
満
た
す
か
た
に
は
交
通
費
の
一

部
支
給
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
郵
送

※
申
込
書
は
市
こ
ど
も
課
ま
た
は
当
連
合

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
５
月
25
日
㈭
（
必
着
）

託
児
▼
２
歳
以
上
小
学
生
以
下
の
託
児
を

利
用
で
き
ま
す
。（
要
事
前
申
込
み
）

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

〒
３
１
０
‐
０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52

消
防
設
備
士
受
験

準
備
講
習（
前
期
）

法
令（
共
通
）

期
日
▼
７
月
21
日
㈮

定
員
▼
１
０
０
人

甲
乙
種
第
１
類

期
日
▼
７
月
26
日
㈬

定
員
▼
30
人

甲
乙
種
第
４
類

期
日
▼
７
月
25
日
㈫

定
員
▼
30
人

乙
種
第
６
類

期
日
▼
７
月
24
日
㈪

定
員
▼
30
人

共
通
事
項

場
所
▼
茨
城
県
建
設
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
水
戸
市
青
柳
町
４
１
９
３
）　

申
込
期
間
▼
６
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問

（一社）
茨
城
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
６
１
１
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募
集

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長

【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
問市民課戸籍・窓口G　	☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15 ～ 19：30
対応課／	市民課、税務課、収納課、
� 介護長寿課、社会福祉課、
� 保険課、こども課

５月の休日当番医
☎０１２０‐２７１７１９

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24 時間 365 日）

日 医療機関名 電話番号

３ 小豆畑病院 029‐
295‐2611

４ 那珂クリニック 029‐
295‐9800

５ 小宅内科医院 029‐
298‐0050

７ 塙内科消化器科 029‐
295‐2110

14 ののがき脳神経外科クリニック
029‐
352‐0555

21 岩上記念病院 029‐
296‐2066

28 あいざわ循環器内科クリニック
029‐
229‐1230

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　７・21 日��　　���　�☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00 ～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

20 歳未満飲酒防止強調月間（4/1 ～ 4/30）

根
本
正
顕
彰
会
公
開
講
演
会

根
本
正
と
薬
物
問
題

期
日
▼
５
月
14
日
㈰

時
間
▼
午
後
２
時
45
分
～
４
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室

講
師
▼
根
本
ひ
ろ
美
氏

　
　
　
（
ね
も
と
薬
局
グ
ル
ー
プ
代
表
）

参
加
費
▼
無
料
（
申
込
み
不
要
）

問
根
本
正
顕
彰
会　

仲
田

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

ヨ
ー
ガ
独
特
の
呼
吸
法
に
合
わ
せ
た
ゆ

る
や
か
な
運
動
と
瞑め

い

想
で
す
。

日
時
▼
第
２
、４
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
和
室

講
師
▼
野
上
紀
美
子
氏

募
集
人
数
▼
８
人（
先
着
順
）

会
費
▼
月
千
円

申
込
方
法
▼
電
話

�

�申
問
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

加
藤
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
３
６
６

植
田
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
４
３
２

成
年
後
見
制
度
の

無
料
公
開
講
座

成
年
後
見
制
度
の
利
用
と
死
後
に
つ
い
て

日
時
▼
５
月
19
日
㈮
午
前
10
時

　
　
　
（
１
時
間
程
度
）

※
個
別
相
談
希
望
者
は
講
座
終
了
後
に
無

料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室　

講
師
▼
行
政
書
士　

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
５
月
17
日
㈬

�申
問

（一社）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
茨
城
県
支
部　

原
田

☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
４
３
２
１
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▲�左から、㈱セイコーマートの松岡雅貴
取締役関東本部本部長、先﨑市長

▲�左から、㈱丸嘉の喜多村シャーンティ・
敦子代表取締役社長、先﨑市長

県民健康づくり表彰を受賞

　茨城県の令和４年度県民健康づくり表彰
において表彰された、市食生活改善推進員
の海野恭子さん（県知事賞）、樫村弘子さん
（県保健医療部長賞）、海老根啓子さん（県
食生活改善推進員協議会会長賞）が、３月
14日、先﨑市長を表敬訪問しました。
　この表彰は、長年にわたり地域のリー
ダーとして食生活改善に関する活動をして
きた功績が高く評価されたことにより贈ら
れたものです。

白鳥学園学校運営協議会が文科大臣表彰を受賞

　２月27日、文部科学省の「コミュニティ・
スクールと地域学校協働活動の一体的推
進」で文部科学大臣表彰を受賞した白鳥学
園学校運営協議会が、先﨑市長を表敬訪問
しました。
　この表彰は、地域住民が学校運営に参加
し、子どもの成長を支える取り組みが認め
られたものです。

「那珂ふるさと大使」を委嘱

　鎌田裕さんが、４月１日付けで那
珂ふるさと大使に就任しました。
　鎌田さんは長年にわたって核融合
の研究開発に携わり、量子科学技術
研究開発機構量子エネルギー部門那
珂研究所で副所長を務められていま
した。３月 15 日からは、フランス
にある ITER 機構の副機構長に就任
され、世界７極 35か国の国際協力
により取り組む ITER 計画のまとめ
役として活動されています。鎌田さ
んには、国内外問わず那珂市を PR
していただけるものと期待していま
す。

ＩＴＥＲ（国際核融合エネルギー）
機構　副機構長（科学技術担当）

鎌
かまだ

田　裕
ゆたか

さん
フランス在住

▲�左から、海老根啓子さん、
樫村弘子さん、先﨑市長、
海野恭子さん

▲�左から、白鳥学園学校運営協議
会の瀧本京子さん、鈴木幹雄会
長、先﨑市長

問政策企画課地方創生Ｇ　☎ 029‐298‐1111

企業版ふるさと納税による寄付

　㈱セコマ、㈱丸嘉から、企業版ふるさと
納税を活用した寄付をいただきました。ご
支援に対して感謝の意を表するため、感謝
状を贈りました。
　寄付金はそれぞれ、「農業で稼ぐ」いぃ
那珂プロジェクトに活用していきます。

過去の寄付企業に
ついてはこちら▶
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まちの動き

●交通事故件数【２月末現在】
　人身事故▶� 25 件
　負 傷 者▶� 32 人
　死 � 者▶� 0 人
●犯罪件数【２月末現在】
　刑法犯認知件数▶� 39 件
　　　住宅侵入窃盗▶� 5 件
　　　自 動 車 盗▶� 2 件
　　　車上ねらい▶� 5 件
　　　自 転 車 盗▶	 2 件

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに本年累計

情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●火災・救急件数【２月分】
　火災▶� ��3 件（� 4 件）
　救急▶ 182 件（� 450 件）
※（　）は本年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【３月１日現在】
　人口▶ 53,803 人� （＋� 11）
　　男▶ 26,401 人� （　� 0）
　　女▶ 27,402 人� （＋� 11）
世帯数▶ 23,330 世帯� （＋� 19）
※（　）内は前月比　

今号の表紙

　今号の表紙は、八重桜が満開
に咲いている時期に撮影した静
峰ふるさと公園の写真です。
　日本さくら名所100選である
静峰ふるさと公園には、約 2000
本の八重桜が咲き誇ります。

問市社会福祉協議会　☎ 029‐229‐0309

２月15日～３月14日（敬称略）

ご協力ありがとうございました善意銀行

茨城三田会会長	関正夫・
早稲田大学校友会茨城県支部長	鈴木一良【写真①】	 100,000 円
㈱エス・キャビネット	 10,000 円
那珂市ゴルフ連盟【写真②】	 42,895 円
匿名	 11,800 円
三五会代表	大曽根幸雄	 22,000 円
白桜会（瓜連在住）【写真③】	 273,939 円
水戸友の会	 3,000 円
匿名	 20,000 円
水戸ヤクルト販売㈱【写真④】	 ボッチャセット１セット
㈱トラスト【写真⑤】	 ポップコーンマシン１台

　３月10日、戸崎自治会南組西班から、福祉に役立ててほしいと 27,586 円の
寄付がありました。市では、寄付金を有効に活用していきます。

寄付 ありがとうございました

① ④

⑤

②

③
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元 気 な 顔 ‼

GENKINAKA OH!!

片岡 美
み こ

心さん 小室 蒼
あおい

さん

中庭 翼
つばさ

さん大川 菜
な な み

々美さん大川 陽
ひ な の

菜乃さん

飯尾 心
こ は る

晴さん

発
行

　
那

珂
市

　
〒

31
1‐

01
92

　　
那

珂
市

福
田

18
19

‐
5　

☎
02

9‐
29

8‐
11

11

応募はこちらから♪
お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか。ご応募お待ちしています。

【応募内容】市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】市ホームページ内の申込みフォームからご応募ください。

問ワクチン接種対策室　☎ 029‐212‐3532新型コロナウイルス感染症関連情報

令和５年度の接種予定については下表をご確認ください。

新型コロナワクチン接種事業が１年間延長されます

初回接種※

を終了した

12 歳以上

初回接種※

を終了した

５～ 11 歳

６か月～４歳

オミクロン株対応２価ワクチン

① 65 歳以上のかた
②基礎疾患を有するかた
③医療従事者など

対象者

従来型ワクチン

オミクロン株対応
２価ワクチン

使用するワクチンは
引き続き検討

オミクロン株対応
２価ワクチン

上記以外のかた

～５月７日 ５月８日～８月 31 日 ９月１日～

令和４年秋開始接種

令和５年春開始接種

令和５年秋開始接種

追加接種

初 回 接 種（ ３ 回 ）

※�従来型ワクチン
２回

※�従来型ワクチン
２回

オミクロン株対応２価ワクチン

基礎疾患を有するかた対象者

対象者はさらに追加接種が可能


